
54. 織物 の縫製に関 する 研究（ 第２報）

一一テトロン ミシン糸の可縫性について一
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1. テトロ ンミシン糸は，縫製時に糸切れを生じ，特

に，高速度ミシ ン使用の場合は顕著である。この原因は

F針 のまさつ熱 によるものだ」 とい う考え方 が有力であ

っ た。し かし，いろいろ の角度 から検討し た結果「帯電」

に よるこ とが主因であ るとい うこ とが確認 され たので，

帯電防止 加工を施し，可縫性 を高 めるためにこの実験を

行 なった。
2. カチ オン系帯電防 止剤 の1 ～10%  （純分換算0.3～

3 % ）溶液40  でCに10分間浸漬し たのち, 60% に搾 り，直

ちにＪ～2% 石け ん液で40° C ・ 15分間リーピングし，充

分水洗し たのち，乾燥仕上げ する。こ の糸 を用いて，テ

ト ロンギ ャバジンlna（ 二重 ）の長さに10本，工業用ミシ

ン（4000ｒｐｍ）を用いてミシンがけした。

3. 帯電防止加 工糸 の電気抵 抗・ まさつ係数お よび加

工 効率は， 次の通 りであ る。

（41 工糸晨）　 （:Ω）　　　 （:μ）　 （ 加工効率）

No.    1　　1.32×low　　0.24614　　　80 ％

//　2　　1.00 ×101"　　0.23126　　　80

'/　3　　6.31 ×109　　　0.21980　　　100

1/　4　　2.00×109　　　0.21980　　　90
//　5　　2.00×109　　　0.21980　　　100

1/　6　　1.59×109　　　0.21980　　　100
//　７　　2.34×lQi"　　0.23126　　　60

//　8　　5.01×101"　　0.24254　　　50
以上のように、帯電防止加工糸No.3 ～No.6（l ～2

％溶液処理）のものが可縫性が高いことがわかった。


